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熊
本
地
震
で
震
度
７
を
２
度

記
録
し
、
甚
大
な
建
物
被
害
が

出
た
熊
本
県
益
城
町
。
中
心
部

に
あ
る
町
立
総
合
体
育
館
で

は
、
住
民
約
１
０
０
人
が
な
お

避
難
生
活
を
続
け
る
。

　
　
「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
事
情
を

抱
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
ち

に
く
い
こ
こ
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
」

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）
の
現
地

ス
タ
ッ
フ
で
、
鍼
灸
師
の
吉
井

治
さ
ん
（
4
8
）
は
言
う
。
週
１
回
、

同
業
者
５
人
と
共
に
避
難
者
を

ケ
ア
し
て
い
る
。
持
病
や
障
害

が
あ
り
元
の
自
宅
か
ら
遠
い
と

通
院
に
不
便
、
独
居
の
上
に
高

齢
で
Ｉ
か
ら
生
活
を
始
め
る
の

か
つ
ら
い
…
。
「
そ
ん
な
弱
い

立
場
の
人
が
避
難
者
に
は
少
な

く
な
い
」
と
、
活
動
を
通
じ
た

実
感
を
話
す
。

　
地
震
直
後
か
ら
暮
ら
す
会
社

員
佐
藤
龍
象
さ
ん
（
5
5
）
も
そ
の

ｆ
一
人
。
以
前
、
仮
設
住
宅
の
抽

選
が
当
た
っ
た
が
、
入
居
は
見

送
っ
た
。
糖
尿
病
の
治
療
で
通

う
病
院
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
か

ら
だ
と
い
う
。

「
寂
し

い

Ｌ

　
郊
外
に
立
地
す
る
企
業
団
地

の
一
画
に
平
屋
の
プ
レ
ハ
ブ
が

整
然
と
並
ぶ
。
益
城
町
内
に
整

備
さ
れ
た
1
7
の
仮
設
団
地
の
一

つ
で
、
県
内
最
多
の
５
１
６
戸

が
立
つ
「
テ
ク
ノ
団
地
」
だ
。

　
　
「
仲
が
良
い
人
が
ま
だ
少
な

く
正
直
言
っ
て
寂
し
い
十
。
約

２
ヵ
月
前
、
避
難
所
か
ら
土
人

で
引
っ
越
し
て
き
た
野
々
村
ル

ミ
子
さ
ん
（
8
2
）
は
漏
ら
す
。
認

知
痙
の
夫
は
町
内
の
高
齢
者
施

設
に
入
所
。
以
前
の
「
ご
近
所
」

も
周
り
に
い
な
い
。

　
な
る
べ
く
外
出
し
て
人
と
話

す
よ
う
に
し
て
い
る
。
週
末
に

集
会
所
で
あ
る
お
茶
会
に
通

い
、
数
人
の
友
達
が
で
き
た
。

　
「
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」

　
た
だ
、
そ
ん
な
人
ば
か
り
で

は
な
い
。
住
民
に
よ
る
と
、
体

が
不
自
由
で
外
出
し
づ
ら
い
、

引
っ
込
み
思
案
で
気
後
れ
す

る
、
自
分
は
よ
そ
者
だ
か
ら

と
な
じ
む
気
が
な
い
１
と
の
理

由
で
、
孤
立
し
そ
う
な
人
も
い

る
。
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町
は
今
月
１
日
、
仮
設
住
宅

に
暮
ら
す
被
災
者
の
生
活
を
支

え
る
「
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ

土
を
開
所
し
た
。
委
託
を
受

け
た
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
運
営
す
る
。
高
齢
者
や
障
害

者
の
１
人
暮
ら
し
、
母
子
家
庭

な
ど
孤
立
の
恐
れ
か
お
る
世

帯
を
巡
回
す
る
見
守
り
活
動
の

ほ
か
、
サ
ロ
ン
開
催
な
ど
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
携
わ

る
。

　
町
社
協
の
緒
方
誠
事
務
局
次

　
熊
本
県
内
の
仮

設
住
宅
　
1
6
市
町

村
で
４
３
０
３
戸
が
着
工
し
、
一

部
損
壊
を
含
め
１
万
探
題
の
家
屋

被
害
が
生
じ
た
益
城
町
が
１
５
６

２
戸
と
最
も
多
い
。
９
月
末
現
作

で
県
全
体
の
9
4
％
に
当
た
る
４
０

３
上
戸
（
益
城
町
１
４
９
２

が
完
成
し
て
い
る
。
自
胆

間
の
賃
貸
住
宅
を
借
り
出

償
提
供
す
る
「
み
な
し
仮

１
万
２
０
９
件
の
申
請

２
日
現
在
9
9
％
に
決
寓

れ
た
。
｀

力1が

通あ設げ体
知り乙てが戸
さ｀は無民－

長
（
4
3
）
は
「
仮
設
住
宅
で
の
独

居
は
手
狭
さ
も
あ
り
『
テ
レ
ビ

と
壁
し
か
見
な
い
生
活
』
と

さ
え
言
わ
れ
る
。
官
民
で
孤
立

や
孤
独
死
を
防
ぎ
た
い
」
と
す

る
。

元
の
生
活
へ

　
　
「
せ
っ
か
く
助
か
っ
た
兪
。

つ
な
い
で
い
か
な
い
と
」

　
吉
井
さ
ん
は
今
月
末
で
避
難

所
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
を
機
に
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
支

援
を
終
え
る
。
そ
れ
で
も
個
人

と
し
て
仮
設
住
宅
に
通
い
、
同

様
の
活
動
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、
住
民
の
見
守

り
に
も
尽
く
す
つ
も
り
だ
。

　
　
「
被
災
の
記
憶
と
余
震
に
苦

し
み
な
が
ら
も
、
み
ん
な
何
と

か
乗
り
越
え
て
き
た
。
元
の
生

活
を
取
り
戻
す
そ
の
日
ま
で
、

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
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つ
な
が
り
の
大
切
さ
実
感

　▽…｢自宅が全壊し、もう

死にたいと思っていた。で

も、同じ境遇の仲間と話すと

生きる気力が湧いてくる｣。

熊本県益城町の仮設団地で

11日、町社協やボランティア

が開いた交流サロンに参加

した女性(88)はしみじみと語

った。

　▼…激しく揺れた地震の恐

怖から家族のこと、世間話ま

で話題は尽きず、サロンは１

時間半の予定を約20分オーバ

ー。参加者のうれしそうな表

情を見ると、人と人とのつな

がりの大切さ、もたらす力の

大きさを感じた。　▽　　犬

　▽…熊本地震の被災地の復

興は道半ば。個々の被災者、

ひいては被災地全体が孤立

することのないよう、現地

とつながりを保ち、できるこ

とは何か。自分や地域に今後

も問い続けたい。

　　　　　　　　(秋山昌三)
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